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地
元
の
小
学
生
の
歌
声
を
朝
の
商
店
街
に
流
し
て
、
仕
事
や
学
校
へ
向
か
う
人
た
ち
に

元
気
な
っ
て
も
ら
お
う
ー
複
数
の
商
店
街
や
商
業
ビ
ル
、
小
学
校
、
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
協
力
し
、
杉
田
地
域
で
そ
の
よ
う
な
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
９
月
習
に
は
杉
田

小
学
校
の
全
校
児
童
に
よ
る
合
唱
心
録
音
が
行
わ
れ
、
９
月
末
か
ら
1
0
月
ご
ろ
に
は
、
放

送
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
杉
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
四
ム

ナ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
計
画
は
、
Ｊ
Ｒ

新
杉
田
駅
と
京
急
杉
田
駅
を
結

ぶ
区
域
に
あ
る
ア
ル
カ
ー
ド
新

杉
田
や
ら
び
す
た
新
杉
田
、
杉

田
商
店
街
、
ブ
ラ
ラ
杉
出
な
ど

心
商
店
街
・
商
業
施
設
と
、
新

杉
田
駅
、
杉
田
小
学
校
、
杉
田

劇
場
、
地
元
選
出
心
関
勝
則
市

会
議
員
な
ど
が
参
加
す
る
地
域

交
流
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
計
画
で
は
、
杉
田
小
学
校
の

光
市
に
よ
る
全
校
合
唱
を
録

音
。
そ
の
歌
声
を
週
心
始
ま
り

の
朝
、
新
杉
田
駅
か
ら
京
急
杉

出
駅
間
に
あ
・
る
各
商
店
街
や
商

業
施
設
で
流
す
。
デ

ど
も
た
ち
心
元
気
な

歌
声
で
、
通
勤
通
学

で
通
行
す
る
人
た
ち

で
に
、
今
週
も
．
扇
張
ろ

●
う
と
い
う
気
持
ち
に

　
　
な
っ
て
も
ら
え
れ

－
一
一
ば
」
と
、
担
当
者
は

杉
田
小
で
行
わ
れ
て
い
る
音
楽
朝
会

今
回
の
計
画
心
目
的

を
説
明
す
る
。

　
２２
日
に
録
音

　
杉
田
小
で
は
２
年

前
か
ら
、
音
楽
を
通

じ
た
心
の
育
成
や
異
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学
年
と
心
交
流
な
ど
を
目
的

に
、
毎
月
季
節
や
行
事
に
合
わ

せ
た
課
題
曲
を
設
定
し
て
練

習
。
月
Ｉ
回
行
う
「
音
楽
朝
忿

で
全
校
児
童
が
一
緒
に
な
っ
て

合
唱
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

　
７
月
に
行
わ
れ
た
音
楽
朝
会

に
出
席
し
た
杉
田
劇
場
心
中
村

牧
館
長
や
開
市
議
が
子
ど
も
た

ち
の
歌
声
に
感
動
。
こ
心
歌
を

地
域
で
流
せ
な
い
か
と
、
地
域

交
流
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
に
相
談

し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
９
月
習
に
同
校
体
育
館
で

行
わ
れ
る
音
楽
朝
会
で
、
子
ど

も
た
ち
心
合
唱
を
録
音
。
同
時

に
、
坂
本
連
区
長
や
商
店
街
関

係
者
な
ど
が
出
席
し
て
？
四
源

贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
る
。
放

送
は
各
施
設
の
準
備
が
整
う
９

月
末
か
ら
１
０
月
ご
ろ
に
開
始
さ

れ
る
柔
岩
な
っ
て
い
る
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
街
清
掃

吸
い
殼
の
多
さ
に
驚
き

　
磯
子
区
な
ど
を
中
心
に
活
動

す
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
横
浜
第

賢
が
９
月
７
目
、
地
域
清
掃

活
動
を
行
っ
た
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
水
運
盟

は
毎
年
９
月
心
第
３
月
曜
日
を

「
ス
カ
ウ
ト
の
日
」
と
定
め
、
こ

の
日
心
前
後
期
間
に
「
カ
ン
ト

リ
ー
（
缶
ト
リ
ー
）
大
作
戦
」

と
称
し
た
地
域
で
心
奉
仕
清
掃
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拠点－
フ災害ボ

発
災
想
定
し
訓
練
会

磯
子
セ
ン
タ
ー
で
９
月
2
3
日

　
磯
子
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
は
、
磯
子

セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
９
月
習

陶
、
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
緊
冊
・
運
営
・
訓
練
を

実
施
す
る
。

昨
年
の
訓
練
会
の
様
子

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
と
は
、
発
災
時
心
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣
・
調
整
を
目
的
と
す

る
組
織
。
当
日
心
訓
練
で
は
、

セ
ン
タ
ー
の
什
事
や
、
利
用
方

法
な
ど
心
模
擬
体
験
を
行
う
。

時
間
は
午
後
１
時
か
ら
４

七
時
ま
で
。
訓
練
所
要
時
間
は

｀
翌
程
度
。
開
催
時
間
内
に

　
来
場
す
れ
ば
、
い
っ
で
も
参

ｉ
加
で
き
る
。

　
ま
た
、
同
日
磯
子
セ
ン
タ
ー

で
は
防
災
フ
ェ
ア
も
開
催
。
駐

車
場
や
ロ
ビ
ー
で
、
起
震
躯
体

験
や
塁
‥
時
に
お
け
る
備
蓄
物

資
・
食
品
の
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
る
。

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
横
浜
第
賢
の
隊
員
と
保
護

者
、
関
係
者
ら
４
４
人
は
こ
の
目
、

雨
の
中
、

磯
子
駅
前
で
清
掃
活
動
を
実

施
。
あ
い
に
く
Ｑ
雨
Ｑ
中
、
カ

ッ
パ
姿
で
、
バ
ス
停
や
于
す
り

を
拭
い
た
り
、
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
心
吸
い
殼

と
い
っ
た
ご
み
を
拾
っ
た
り
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
吸
い
殼
の

多
さ
に
驚
い
て
い
た
。

バ
ス
停
を
拭
き
掃
除
す
る
隊
員

園
児
ら
敬
老
の
日
祝
う

　
磯
Ｆ
セ
ン
タ
ー
で
９
月
四
一

目
、
「
元
気
で
い
き
い
き
敬
老
心

目
心
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
敬
老
の
目
を

　
詳
細
や
問
い
合
わ
せ
は
、
前
に
毎
年
こ
心
時
期
、
同
会
を

区
社
会
福
祉
協
感
応
弁
才
実
施
し
て
い
る
。

さ
ん
｀
‘
０
４
５
・
７
５
１
・

０
７
３
９
、
四
〇
４
５
・
７

５
ｔ
・
８
６
０
８
へ
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相
続
・
遺
言
の
無
料
相
談
会

禅
馬
会
館
で
９
月
2
7
日

　
行
政
吉
士
島
田
吉
衛
事
務
所

で
は
９
月
習
川
、
禅
馬
会
館

（
国
道
呼
気
ス
停
「
浜
」
近
く
）

で
相
続
や
遺
。
ｄ
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
す
る
。

Ｑ
高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

　
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

相
続
や
遺
言
に
っ
い
て
、
同
会

館
を
中
心
に
地
元
密
着
の
相
議

会
を
行
っ
て
き
た
高
田
所
長
が
、

親
身
に
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
か
ら
５
時

ま
で
（
４
時
半
受
付
終
了
）
。
予

約
不
要
で
先
着
８
人
。
詳
細
や

会
場
の
鯛
は
同
事
務
所
四
〇
４

５
・
７
５
８
・
２
０
８
０
へ
。

　
当
日
は
、
習
以
ム
地
域

で
倅
ら
す
高
齢
者
が
参
加
。
開

式
心
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
地
元

で
あ
る
磯
ｆ
地
区
連
へ
糾
内
会

高
齢
者
を
一
1
1
1

磯
子
セ
ン
タ
ー
に
歌
声
響
く

心
高
田
誠
会
長
が
登
壇
し
、
「
最

近
は
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に

あ
う
人
が
と
に
か
く
増
え
て
い

る
心
で
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
み
な
さ
ん
ご
」
れ
か
ら

も
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
た
。

　
そ
の
後
、
ペ
ガ
サ
ス
わ
く
わ

く
ラ
ン
ド
心
園
児
が
登
場
。
タ

ン
バ
リ
ン
や
鈴
を
手
に
、
子
心

　
ひ
ら
を
太
陽
に
」
「
お

　
も
ち
や
の
チ
ャ
チ
ャ

ー
チ
ャ
」
一
を
元
気
に
へ
‥

・
祠
し
た
。
歌
え
終
え

こ
ｙ
ど
も
た
ち
は
、

　
于
づ
く
り
？
Ｔ
ズ

｀
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
持

　
ち
、
会
場
を
回
っ
て

一
参
加
し
て
い
る
高
齢

あ

り

、

れ
て

い
会
場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ

た
。
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ﾌﾙｰﾄｺﾝｻｰﾄ
10月26日磯子公会堂で

　
磯
ｆ
図
書
館
は
、
磯
子
公
会

堂
で
１
０
晶
日
向
、
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
。
開
演
は
午
後
１

時
慟
。

　
第
１
部
で
は
、
は
ま
ぎ
ん
こ

ど
も
宇
宙
科
学
館
の
職
員
に
よ

る
講
演
を
実
施
。
第
２
部
で
は
、

区
内
在
住
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
吉

川
久
子
さ
ん
ら
が
竜
謡
な
ど
を

演
奏
す
る
。
季
節
に
合
わ
せ
、

ど
ち
ら
も
「
月
」
に
ま
つ
わ
る

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

　
先
着
４
０
０
人
で
入
場
無

料
。
希
望
者
は
、
磯
子
図
書
館
、

滝
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
、

根
岸
・
杉
田
・
上
中
里
地
区
セ

ン
タ
ー
で
配
布
中
心
入
場
整
理

券
を
受
け
取
る
。
同
講
演
に
関

す
る
回
は
磯
子
図
書
館
四
〇
４

５
・
７
５
３
・
２
８
６
４
へ
Ｑ

「
働
く
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
就
業

等
で
支
援
す
る
公
益
財
団
法
人

横
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
新
規
会
員
を
募
集
中
だ
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
概
ね
習
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
を
持
つ

人
に
、
植
木
の
剪
定
や
清
掃
、

家
嘔
炊
剌
、
ｒ
育
て
支
援
な
ど

の
怯
ぶ
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、

技
能
講
習
会
や
同
附
代
心
仲
問

づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
会
員
と
し
て
１
０
年
、
掃
除
や

料
理
な
ど
、
家
事
の
仕
事
を
続

け
て
い
る
木
村
弘
ｆ
さ
ん
（
び

＝
写
真
。
時
間
が
あ
り
、
収
入

も
得
ら
れ
る
と
始
め
た
仕
事
だ

が
、
相
手
先
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
の
が
や
り
が
い
。
「
仕
事
が
趣

味
」
と
話
し
、
「
仕
事
を
す
る
こ

と
が
元
気
の
秘
訣
」
と
笑
う
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
の
持
ち
主
で
、
「
健

康
で
動
け
る
う
ち
は
働
き
た

ｊ

ｙ
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ｙﾄ．ａｊキSz〒･佳攬･氏名･年

齢･追越先を明記ａ上､Ψ231-0

03ﾖ中区長老町2eSs14e2F

j参ｙ＝ａ－Ｘ｢士遠里杯チタ｡1｣

儡1で｡9130B(火)必着。

　中区の大さん橋ホールで10月１９日(日)、

空手の｢士道組杯争奪ストロングオープン

トーナメント全日本＆横浜国際大会｣が行わ

れる｡全国から精鋭が集結し､日本一の座を

争う｡当日はジュニア大会も同時開催｡子ども

達が組手･型などを披露する｡午前11時開

始｡チケット２０００円｡詳細問合せは担当の

立野さん昔090･3048･9354へ。
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０
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０
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Ｚｊｋ　　　　　　　　‾ﾆ⊇訟居言
○お電話1本で

ご圓にうかかいます

秘

えっこんなに隠栄

皿W

新

巻

瓢漂讐o

横浜市シルバー人材センターは活力ある地域社会を目指す公益財団法人でｔ

　働く意欲を持っているシルバーの皆様にお仕事を提供していまｔ

●　●　●　　　●●●　　　　ｆ　　。Ｅ哩＝　■■

（知識と経験を活かしてシルバー会員になりませんか？　　）

下記のお仕事が可能な方､特にお待ちしていまま　　　砿ｙ

◆植木の手入れ･除草◆ﾋﾞﾙ･マンション等の清掃
◆家庭内の掃除炊事◆子育て支援　

綸

お問い合わせは６羅屑笛!鋤li-s£惑rZz二19－　゛　　’

磯子事務所（担当区／磯子区･金沢区）　　　　、、。　　　１
横浜市磯子区洋光台5-7-5　　　　　　「荻町巨万ﾛﾏﾆ‾jき一憲j｀

S045-832-351 1　FAX045-831 -3281

広
告
・
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
昔
０
４
５
・
２
２
７

金
銀
（
シ
ル
バ
ー
）
プ
ラ
チ
ナ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
高
価
買
取
タ
・

サ
イ
ズ
直
し
や
修
理
も
お
ま
か
せ

　
鑑
定
府
が
付
い
て
い
な
い
ダ

イ
ヤ
Ｅ
ン
ド
ジ
ュ
エ
リ
ー
も
高

価
買
取
し
て
い
る
河
原
宝
飾
。

「
外
せ
な
い
小
さ
な
ダ
イ
ヤ
か

ら
買
取
査
定
、
銀
も
黒
ず
み
や

サ
ビ
、
破
損
が
あ
っ
て
も
問
題

な
く
、
他
店
で
断
ら
れ
た
刻
印

の
な
い
宝
飾
品
も
ご
相
談
ド
さ

い
」
と
河
原
店
長
。
リ
ピ
ー
タ

１
や
紹
介
に
よ
る
来
客
が
多
い

心
は
、
ど
ん
な
も
の
も
目
の
前

で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く

れ
る
安
心
感
か
ら
だ
ろ
う
。

　
実
は
河
原
店
長
心
本
職
は
宝

飾
品
心
リ
フ
ォ
ー
ム
や
修
理
。

こ
の
道
壁
画
職
人
で
、
コ
ン

ビ
や
ブ
ラ
ン
ド
指
輪
の
サ
イ
ズ

直
し
、
切
れ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
心

ﾑもお任せ下さい」

修
坪
等
、
た
い
て
い
の

要
求
に
応
じ
て
く
れ

る
。
ま
た
、
直
接
来
店

で
き
な
い
方
の
た
め
に

七
応
相
談
で
送
迎
も
行
っ

｢宝飾品のリフ

て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
買
取
実
例
や

算
出
方
法
を
公
開
申
。

一
磯
子
区
版
／
ｋ
3
2
0
２
０
１
４
年
（
平
成
ｙ
’
一
年
）

(↓ﾚし

漂じ

ていても､そのままでOK

僚｢吸と汰べて暴で下さいか飾

---

渉
ダイヤ（03140WSIEX）

(5j9)

片方だけのピアス、

汚れていたﾘ傷ついた

指輪も買い取ります

　　PT気迫（4ミ

゛　　７

河原宝

古物商許可第45141000

９
月
1
8
日
團
号

　古物商許可第451410004470号

824・9045riy111

　(住)港南区芹か谷2の8の10

　(営)10:00～18:00(休)水曜

　　↓(9/12の相場)

￥143,314
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